
48

1

3

4

2

総合練習

解答

索引

5

6

Chapter STEP2
順位を付ける44

11 RANK関数
「RANK（ランク）関数」を使うと、範囲内の数値が全体で何番目に位置するか
を表示できます。

RANK（順位） 

＝RANK（数値,範囲,順序） 
 
 q w e

引数には次の3つを指定します。 
q順位を付ける数値（またはセル参照や数式） 
w調べるセル範囲 
セル範囲は数式をコピーするときのために絶対参照にしておきましょう。 
例：＝RANK（E5,$E$5：$E$21,0） 
　 ＝RANK（E6,$E$5：$E$21,0）  
e降順（大きい順）または昇順（小さい順） 
※降順は「0」、昇順は「1」と指定します。 
「0」は省略できます。  
 

 

1 数式の入力
RANK関数を使って、「合計（万円）」の高い順に順位を付ける数式を入力し
ましょう。

OPEN
ブック「第4章」のシート「Sheet1」を開いておきましょう。

セル【F5】に数式を入力します。
qセル【F5】をクリックします。
w （関数の挿入）をクリックします。
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《関数の挿入》ダイアログボックスが表
示されます。
e《関数の分類》の をクリックし、一
覧から《統計》を選択します。

※分類がわからない場合は《すべて表示》を選
択します。

r《関数名》の一覧から《RANK》を選
択します。

※一覧に表示されていない場合は、スクロール
して調整します。

※《関数名》の一覧をクリックして関数の先頭文
字（RANKの場合はR）のキーを押すと、その
文字で始まる関数にジャンプできます。

t《OK》をクリックします。

《関数の引数》ダイアログボックスが表
示されます。
※図のようにダイアログボックスをセル【E5】と
重ならない位置にドラッグしましょう。

y《数値》にセル【E5】を指定します。

u《範囲》にセル範囲【E5:E21】を指定
します。

セル範囲を絶対参照にします。
i F4 （絶対参照キー）を押します。
《範囲》のセル参照が「$E$5:$E$21」に
変わります。
o《順序》に「0」と入力します。
《数式の結果》に計算結果が表示され
ます。
!0《OK》をクリックします。


